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　テストの点数だけでは測れない、子どもの意欲、粘り
強さ、そして人間関係を築く力。これからの時代を生き
抜くために必要な力を、子どもたちが主役となる「児童
会活動」を中心に「チャレンジ」「あきらめない」「つながり」
の3つの力を育むための取組を進めています。
【チャレンジ 自ら考え、一歩を踏み出す力】
　「どうすれば学校がもっと楽しくな
るか」を子どもたち自身で考え、新
しいアイデアをカタチにあいさつ運
動やふわふわ言葉キャンペーンにつ
なげています。小さな「チャレンジ」
の積み重ねは、将来、社会を動かす
主体性へとつながっていきます。
 【あきらめない 試行錯誤し、最後までやり抜く力】

　「自分たちにできる社会貢献は
何か」を考え、自発的に行動を起
こす。募金活動や青少年赤十字活
動は、メンバーで「どうすればもっ
と伝わるか？」を話し合い、ポス

ター制作や呼びかけを工夫しながら、あきらめずに取組
を進めています。
【つながり 他者を思いやり、共に生きる力】
　「異なる学年や多様な考え方を持つ仲間とよい関係をつ
くるために」たてわり活動やつながりタイムを通して、
互いを認め合い、温かい「つながり」で結ばれる学校づ
くりを児童会が主
体となって進めて
います。
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　創立50周年を迎えた新池中学
校は、1月18日に記念式典を開
催しました。
　体育館で行われた式典の前半
では来賓の方々からお祝いの言
葉をいただき、後半には卒業生の方々からいただいた
ビデオメッセージを上映しました。
　その後、運動場に移動して記念石碑の除幕式を行い

ました。サプライズゲストのイヌナキンも
登場し式典が大いに盛り上がる中、参加者
全員で記念写真を撮影しました。その時に
ドローンで空撮された写真は、PTAからの
記念品であるクリアファイルにプリントさ
れて生徒全員に配布されました。また、新

池校区の青少年指導員の方々と本校PTAからの記念品
として特別にデザインされたタオルも全員に贈られま
した。
　最後は地域の方々が準備してくださった豚汁と巻き
寿司をみんなでいただき、温かい雰囲気で式典を終え
ることができました。
　絵画作品を寄贈してくださった卒業生もおられ、地
域の方々の新池中学校への深い愛情があふれる式典と
なりました。
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